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ロシア初の冬季 Sochi 
オリンピックが 2 月 24 日 
に 17 日間に渡る大会に幕 
を下ろしました。 

冬の大会で史上最も多い 
88 カ国と地域から 2900 人 
の選手が参加し７競技 98 
種目に汗と涙と感動を繰り 
広げられました。 

日本は金１個・銀 4 個・銅 3 個計 8 個の長野
オリンピックの 10 個に次ぐ成績を残しました。 
終わってみるとメダルを期待された選手が獲得
できず悔し涙をながした結果ともなってしまっ
たようです！ 

メダルを獲得できた選手もとどかなかった選
手にも共通して感じたことは、ここまで支えて
くれた家族やサポーター達への感謝の気持ちだ
ったと感じました。 

そして人はどんなに優れた選手でもその才能
や努力は周りの支えと感謝の上に成り立ってい
る事！それこそが見ている者に感動と勇気と 
可能性を感じさせてくれる 
のだとオリンピックを通じ 
て思いました。 

２月１３日、祐天寺祐育館会議室において団育成会んｐ

代表者総会が開催されました。 

 会では団の活動報告・活動方針、予算などについて

の説明、育成会の活動状況の報告などがおこなわれ

ました。 

 そして今年度育成会活動について検討がおこなわ

れ、祐天寺盆踊り大会への提灯５個を申し込むこと、

盆踊り出店について、その他資金活動について協議

がおこなわれました。 

また、海外派遣の国際交流基金支援予定として、オ

ーストラリア短期留学（ベンチャー）、その他、２７年度日

本で行われる世界ジャンボリーについて目黒１団から

参加するスカウトに対し参加費の３０％支援を決定しま

した。 

その他規約の確認、育成会支援者増強について当

の協議がおこなわれました。 

なお、育成会資金活動について、例年行われていた

地区賛助会のチャリティーゴルフが廃止になった為、

目黒１団で単独でチャリティーゴルフ会を開催する方

針で、来る３月４日に、実行委員会を立ち上げることが

きまりました。  

上記育成会記事にもありますとおり、我が目黒１団には他に例を見ないような「国際交流基金」があり、スカウ

トの海外派遣活動を支援しております。今回はこの基金について田邊副団委員長より説明をして頂きました。 

 

（目黒１団の国際交流基金） 

目黒１団には、他の団にはない国際交流基金というものがあります。そのもとは、１９８８年に１団の OB であった

安田正幸（故人）さんが、５００万円の特別なご寄付をしてくださり、その資金を有効かつ将来の為にということ

で、国際交流に役立つ活動に支援するとい方針で名づけられた基金です。その後何名かのご寄付も重なり今日

は約６００万円の資金がプールされております。 

●どんな資金に実際使われてきたか？ 

① ボーイスカウト日本連盟および、東京連盟が主催する海外派遣に対し目黒１団のスカウトが派遣される場合 

には、参加費の約３０％を支援する。例えば、世界ジャンボリー、外国のナショナルジャンボリーやキャンプへの 

活動参加 

② 目黒１団で単独でも海外遠征等の有効な活動と認められた活動に対し支援する。この場合の金額はその都

度協議する。 

③ 国際交流活動の一環で、海外スカウトの受け入れとして目黒１団関係者のお宅へホームステイを受け入れ

ていただいた場合には、そのお宅へ費用の一部を支援する。 

 

●過去の実績 

世界ジャンボリーとして韓国へ６名、タイへ１名、オランダ４名、イギリス４名、スエーデン４名、東京連盟ワールドベン

チャー（アメリカ）へ過去５名、外国ナショナルジャンボリー モンゴル１名、オーストラリア１名、ローバー奉仕活動のバ

ングラディッシュへ 過去２名、その他ホームステイ活動 過去４回、団活動として ベンチャーマレーシアキャンプ 

 

以上など数多くの活動にこの国際交流基金が使われてきました。現在は基金として補充しながら支援活動を

行っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.636 （SINCE1959）  

●２月１５日、夏の移動キャンプに向けて、パッキング講習の隊
集会をおこないました。各自、持ち物リストをザックにパッキ
ングして集合。 

当日は大雪が積もったなか、悪戦苦闘しながらも全員揃
いました。各自の内容を確認したあと再度パッキングをし直
します。 

通常、重い物を上にパッキングしますが、ひとつだけあえ
て下を重くして背負い憎さを体験しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
●２２日～２３日にはベンチャー章課題の「単独一泊キャンプ」
を平和島公園キャンプ場で行いました。 

 

★両方の集会に参加した、ＶＳ隊・山邊スカウトの感想★ 

 

２月１５日に夏の移動野営 
に向けたパッキング講習会に 
参加しました。 
移動野営ではいかに荷物を 

軽くするかということが重要 
になってくるので基本的なパ 
ッキングの仕方やコンパクト 
に収納する方法などを学びました。最後はテントを含め
た荷物を背負いました。とても重くて、本番にきちんと
歩ききることが出来るのか不安になりました。これから、
体力をつけて夏の移動野営に備えたいと思います。 
その１週間後にはベンチャー章取得に向けた単独キャ

ンプを行いました。２月ということでとても寒かったで
す。食事はレトルトのものをガスバーナーで調理しまし
た。事前にガスバーナーでの調理は何回か練習してきた
のでスムーズに出来ました。これからのキャンプでもど
んどん使用していきたいです。 
今回の講習会とキャンプで夏の移動野営に向けて見直

すべき課題が自分の中で明確になったのでとても良い経
験になったと思います。 

 ２月２３日、うどん作りの隊集会をおこな

いました。 

久しぶりの隊集会にも関わらず、スカウ

トのテンションの高さにビックリしました。そ

こで、今日の目標に『落ち着く～』を掲げ

「今日はお料理、包丁を使うので、落ち着

いて取り組みましょう」と、話しました。 

２人１組で、こねて→踏んで→伸ばして

→切って、楽しくうどん作りに取り組みま

した。 

こねて→踏んでは、大はしゃぎだったス

カウトも、伸ばして→切っては、真剣な顔

で取り組んでいました。 

腰のある美味しいうどんに仕上がり、ス

カウトも大満足のようでした。 

お迎えにいらした保護者の方にもご試

食いただき、誉めていただきました。 

 

 

 

体験隊集会「ボーイスカウトと一緒に遊ぼうデー」
を以下のとおり開催します。 
日時：4 月 20 日(日）午前 10 時より(午前中） 
場所：祐天寺境内内・祐遊広場 

（雨天の場合祐育館） 
対象者：小学 1 年生以上の男女児童 
 
お知り合いの方に声をかけて頂き、 
多くの参加者をお招きしましょう！！ 


